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しむかっぷ議会広報

【
歳
　
入
】

問
　
村
税
の
未
収
に
つ
い
て
、
監
査

委
員
か
ら
未
納
者
は
固
定
し
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
徴
収
方
法

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
で
す

か
。

答
　
一
番
大
き
な
未
収
金
は
タ

ワ
ー
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
固
定
資
産
税

で
す
が
、
職
場
調
査
、
電
話
催
告
、

給
与
・
預
金
の
差
し
押
さ
え
が
主
に

な
り
ま
す
。
何
と
か
徴
収
す
る
た
め

納
税
相
談
や
分
割
納
付
を
進
め
て
い

ま
す
。

問
　
住
宅
料
の
未
納
者
に
つ
い
て
退

去
勧
告
の
考
え
は
。

答
　
滞
納
者
に
は
、
時
間
を
か
け
て

で
も
納
入
い
た
だ
く
よ
う
進
め
て
い

ま
す
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
時
に

は
退
去
勧
告
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

問
　
奨
学
資
金
の
未
収
対
策
は
、
ど

の
よ
う
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
ま
す

か
。

答
　
平
成
25
年
度
か
ら
弁
護
士
に
依

頼
し
、
徴
収
事
務
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
数
年
間
ま
っ
た
く
納
付
の
な
い

方
か
ら
納
付
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

も
個
別
の
相
談
を
通
じ
て
徴
収
に
努

　
第
５
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
付

託
さ
れ
た
認
定
第
１
号
﹁
平
成
24
年

度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算

に
つ
い
て
﹂
は
、
11
月
５
日
と
８
日

の
審
査
の
結
果
、
認
定
す
べ
き
も
の

と
第
７
回
議
会
定
例
会
で
山
本
委
員

長
か
ら
報
告
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
監
査
委
員
よ
り
審
査
意
見

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
監
査
委
員
審
査
意
見
（
抜
粋
）

　
村
の
基
金
︵
貯
金
︶
総
額
は
17
億

４
５
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
金
の
積
立
が
順
調
に
増
え
る
中

で
、
今
後
の
村
政
執
行
に
あ
た
り
、

行
財
政
改
革
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
強
く

期
待
し
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
。

【
歳
　
出
】

問
　
野
生
獣
解
体
加
工
施
設
︵
ジ
ビ

エ
工
房
︶
の
修
繕
料
が
昨
年
の
２
倍

で
す
が
、
そ
の
内
容
は
。

答
　
ジ
ビ
エ
工
房
の
新
設
に
あ
た

り
、
保
健
所
の
指
摘
が
あ
り
、
手
洗

い
設
備
の
改
善
を
行
っ
た
た
め
で

す
。

問
　
じ
ん
芥
処
理
の
備
品
購
入
︵
32

万
１
千
円
︶
を
し
な
か
っ
た
理
由

は
。

答
　
最
終
処
分
場
の
ポ
ン
プ
を
更
新

す
る
予
定
で
し
た
が
、
消
耗
部
品
の

取
替
え
で
改
善
で
き
た
た
め
で
す
。

問
　
湯
の
沢
温
泉
は
指
定
管
理
で
運

営
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
修
理
の
際

の
負
担
区
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

答
　
契
約
で
は
１
件
30
万
円
以
上
の

修
理
は
村
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

【
国
保
会
計
】

問
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
予

測
は
。

答
　
医
療
費
の
動
向
を
見
な
が
ら
予

算
計
上
し
ま
す
が
、
村
財
政
に
も
限

度
が
あ
る
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は

税
の
見
直
し
の
検
討
を
、
国
保
運
営

協
議
会
の
中
で
議
論
い
た
だ
き
ま

す
。

【
水
道
会
計
】

問
　
監
査
委
員
か
ら

悪
質
滞
納
者
に
は
給

水
停
止
勧
告
な
ど
厳

正
な
姿
勢
が
必
要
と

の
意
見
が
あ
る
が
、

村
は
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答
　
滞
納
者
の
水
道

を
止
め
る
こ
と
は
命

に
関
わ
る
こ
と
で
す

の
で
、
慎
重
に
進
め

ま
す
。
ま
ず
、
納
入

に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
介
護
保
険
会
計
】

問
　
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
福
祉
用
具
と
住
宅
改
修
費
の
件
数

と
内
容
は
。

答
　
介
護
用
具
購
入
の
４
件
と
手
す

り
等
改
修
の
４
件
分
で
す
。

【
後
期
高
齢
者
会
計
】

問
　
一
般
会
計
繰
入
金
が
増
え
た
要

因
は
。

答
　
前
年
度
か
ら
１
８
０
万
円
増
え

て
い
ま
す
が
、
外
国
人
登
録
業
務
に

係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
る
も
の
で

す
。

債
か
ら
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
に
変

更
し
た
理
由
は
。

答
　
当
初
、
過
疎
債
で
予
算
計
上
し

て
い
ま
し
た
が
、
広
域
連
合
一
括
で

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
借
り
る
こ

と
か
ら
、
村
予
算
の
過
疎
債
を
減
額

し
ま
し
た
。
両
起
債
と
も
充
当
率
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
同
会
議
は
、
村
の
他
に
富
良
野
沿

線
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
者
、
村
営
バ
ス
利
用
者
と
道
関
係

者
等
７
名
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
︵
む

ら
び
と
交
通
︶
は
平
成
26
年
１
月
31

日
ま
で
試
験
運
行
を
行
い
ま
す
が
、

本
格
運
行
に
向
け
、
各
委
員
の
意
見

が
ま
と
ま
り
、
運
送
事
業
者
の
許
可

も
受
け
ま
し
た
の
で
、
２
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
10
月
に
﹁
占
冠
活
動
報
告
ひ
ろ
ば
﹂

と
し
て
次
の
と
お
り
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

・

星
野
リ
ゾ
ー
ト 

ト
マ
ム
と
北
海

　
道
大
学
大
学
院
環
境
科
学
院
か
ら

　﹃
雲
海
テ
ラ
ス
、
村
内
の
小
中
学

　
校
で
行
っ
た
雲
の
学
校
に
つ
い

　
て
﹄

・
森
の
か
り
う
ど
と
酪
農
学
園
大
学

　
か
ら
﹃
エ
ゾ
シ
カ
の
管
理
と
食
材

　
と
し
て
の
利
用
価
値
に
つ
い
て
﹄

・
ス
ポ
ー
ト
ピ
ア
と
北
海
道
大
学
か

　
ら
﹃
森
林
資
源
の
活
用
に
向
け
た

　
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
取
り
組
み
と
可
能

　
性
に
つ
い
て
﹄

　
富
良
野
美
瑛
広
域
観
光
推
進
協
議

会
の
台
湾
・
香
港
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
６
市
町
村

長
が
役
割
を
分
担
し
、
各
市
町
村
の

魅
力
に
つ
い
て
宣
伝
し
、
旅
行
関
係

者
へ
観
光
客
誘
致
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
６
市
町
村
の
民
間
団
体
で
富
良
野

地
域
日
台
親
善
協
会
が
設
立
さ
れ
、

今
後
は
継
続
的
に
交
流
が
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
企
業
な
ど

が
共
同
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

今
回
村
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
普
及
に

を
、
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

問
（
五
十
嵐
議
員
）

　
現
在
、
政
府
は
道
州
制
の
導
入
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
定
住
自
立

圏
協
定
が
結
果
的
に
道
州
制
へ
つ
な

が
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

答
　
こ
の
協
定
は
、
富
良
野
広
域
行

政
の
あ
り
方
か
ら
、
必
ず
し
も
道
州

制
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
も
し
、
つ
な
が
る
よ
う
な
方
向
に

な
れ
ば
、
協
定
の
廃
止
も
考
え
て
い

ま
す
。

　問
（
木
村
議
員
）

　
例
え
ば
、
村
民
の
協
会
病
院
の
利

用
率
が
少
な
い
が
、
富
良
野
市
が
中

第
７
回 

定 

例 

会

【
平
成
25
年
12
月
16
〜
17
日
】

平成25年度　補 正 予 算
〜 第７回定例会 〜

一般会計（第６号）　　  3,500万円増
  総額25億6,170万円⇒25億6,520万円
・湯の沢温泉源泉室ガス警報器取付
　　　　　　　　　　　　　　　　 200万円増
・住宅修繕料　　　　　　　　　　 430万円増
・富良野広域連合負担金        　 　 340万円減
＊財源～前年度繰越金など

簡易水道（第３号）　　 　375万円増
  総額１億2,340万円⇒1億2,715万円
・浄水場修繕料など

公共下水道（第３号）　　    80万円増
  総額9,880万円⇒9,960万円
・施設の電気料など

介護保険（第２号）　　　　50万円増
  総額1億1,110万円⇒1億1,160万円
・介護サービス（住宅改修費）など

後期高齢者（第１号）　　　30万円増
  総額1,660万円⇒1,690万円
・備品購入費

歯科診療所（第２号）　　　20万円増
  総額2,400万円⇒2,420万円
・歯科医師等賃金

国民健康保険（第２号）　  150万円増
  総額１億3,320万円⇒1億3,470万円

・国・道負担金精算金など

●定住自立圏形成協定の内容を議決
　　　　　　　　　（富良野市と占冠村）
●12月から営農指導員を採用

　
平
成
25
年
第
７
回
定
例
会
は
、

12
月
16
・
17
日
の
２
日
間
開
催
し

ま
し
た
。
条
例
１
件
・
補
正
予
算

な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
一
般

質
問
は
６
議
員
が
行
い
、
活
発
な

論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

︵
傍
聴
16
日
30
人
、
17
日
０
人
︶

定
住
自
立
圏

　
　
　

形
成
協
定
の
締
結

民
間
賃
貸
共
同
住
宅
等

　

建
設
促
進
条
例
の
制
定

心
市
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
メ

リ
ッ
ト
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
、
村
は
富
良
野
圏
域

の
中
で
広
域
行
政
を
進
め
て
き
て
い

ま
す
の
で
妥
当
と
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
広
域
連
携
に
よ
り
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
な
ど
が
図
ら
れ
る
か
ら

で
す
。

　
民
間
活
力
を
利
用
し
た
賃
貸
共
同

住
宅
等
の
建
設
を
促
進
し
、
転
出
に

よ
る
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
村
外
か

ら
の
転
入
者
の
増
加
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
主
に
福
祉
施
設
で
働
く
介
護
職
員

の
住
宅
と
し
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
（
山
本
議
員
）

　
試
算
を
含
め
た
行
政
の
メ
リ
ッ
ト

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
家
賃
の

試
算
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
１
棟
４
戸
を
建
設
し
た
場
合
の

試
算
で
は
、
村
単
独
で
建
設
す
る
よ

り
も
１
６
３
１
万
円
、
村
の
負
担
が

少
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
賃
は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
４
万

円
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
は
４
万
５
千
円
の

試
算
で
す
。

【
一
般
会
計
】

問
（
木
村
議
員
）

　
農
業
費
の
常
勤
嘱
託
職
員
賃
金
72

万
４
千
円
は
何
ヵ
月
分
で
す
か
。
ま

た
、
営
農
指
導
員
の
役
割
は
何
で
す

か
。

答
　
12
月
１
日
採
用
の
営
農
指
導
員

分
で
12
月
分
か
ら
３
月
分
で
す
。
担

当
は
営
農
全
般
で
す
が
、
特
に
新
規

就
農
対
策
と
、
農
業
後
継
者
問
題
を

担
当
し
て
も
ら
い
ま
す
。

問
（
木
村
議
員
）

　
消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
を
過
疎

　
村
と
富
良
野
市
と
の
間
で
締
結
す

る
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
内
容

質
　
疑

補　

正　

予　

算

つ
い
て
話
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
構

成
員
は
村
と
村
内
事
業
者
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
専
門
家
な
ど
４
事
業
体
で

す
。

　
12
月
に
湯
の
沢
温
泉
の
薪
ボ
イ

ラ
ー
火
入
れ
式
を
行
い
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　
11
月
長
野
県
木
島
平
村
の
開
催
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
む
ら
び

と
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
農
村
文
明
塾
な
ど

が
行
わ
れ
、
農
村
文
明
塾
で
は
、
木

島
平
村
に
関
係
の
あ
る
著
名
な
有
識

者
の
顧
問
団
で
支
援
体
制
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
木
島
平
村
と
い
う
人
を
引
き
つ
け

る
自
然
と
社
会
・
生
活
環
境
、
村
長

を
は
じ
め
村
民
一
丸
と
な
っ
た
村
づ

く
り
へ
の
熱
意
と
意
欲
が
人
を
動
か

す
と
の
話
を
聞
き
、
占
冠
村
の
む
ら

づ
く
り
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
高
規
格
道
路
の
旭
川
十
勝
道

は
、
旭
川
空
港
、
新
千
歳
空
港
、
帯

広
空
港
を
結
ぶ
道
路
、
十
勝
岳
の
災

害
対
応
の
た
め
必
要
な
路
線
で
す
。

　
村
に
お
い
て
も
医
療
、
救
急
、
高

校
通
学
な
ど
の
生
活
路
線
と
観
光
振

興
の
重
要
な
路
線
で
す
。

　
今
年
秋
に
、
北
海
道
関
係
機
関
や

国
土
交
通
省
に
整
備
促
進
に
つ
い
て

２
市
６
町
１
村
の
期
成
会
で
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
に
関
し
、
林
野
庁

の
事
業
を
行
う
㈱
野
生
動
物
保
護
管

理
事
務
所
を
主
体
に
、
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
、
酪
農
学
園
大
学
、
村

の
４
団
体
で
連
携
協
定
し
、
モ
バ
イ

ル
カ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
餌
付
け
を
し
て
、
車
で
移
動
し
な

が
ら
組
織
的
・
計
画
的
な
個
体
数
調

整
を
行
う
捕
獲
方
法
を
モ
バ
イ
ル
カ

リ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。
平
成
26
年
１

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
上
川
南
部

森
林
管
理
署
の
協
力
を
得
て
、
国
有

林
内
で
行
い
ま
す
。
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債
か
ら
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
に
変

更
し
た
理
由
は
。

答
　
当
初
、
過
疎
債
で
予
算
計
上
し

て
い
ま
し
た
が
、
広
域
連
合
一
括
で

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
借
り
る
こ

と
か
ら
、
村
予
算
の
過
疎
債
を
減
額

し
ま
し
た
。
両
起
債
と
も
充
当
率
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
同
会
議
は
、
村
の
他
に
富
良
野
沿

線
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
者
、
村
営
バ
ス
利
用
者
と
道
関
係

者
等
７
名
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
︵
む

ら
び
と
交
通
︶
は
平
成
26
年
１
月
31

日
ま
で
試
験
運
行
を
行
い
ま
す
が
、

本
格
運
行
に
向
け
、
各
委
員
の
意
見

が
ま
と
ま
り
、
運
送
事
業
者
の
許
可

も
受
け
ま
し
た
の
で
、
２
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
10
月
に
﹁
占
冠
活
動
報
告
ひ
ろ
ば
﹂

と
し
て
次
の
と
お
り
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

・

星
野
リ
ゾ
ー
ト 

ト
マ
ム
と
北
海

　
道
大
学
大
学
院
環
境
科
学
院
か
ら

　﹃
雲
海
テ
ラ
ス
、
村
内
の
小
中
学

　
校
で
行
っ
た
雲
の
学
校
に
つ
い

　
て
﹄

・
森
の
か
り
う
ど
と
酪
農
学
園
大
学

　
か
ら
﹃
エ
ゾ
シ
カ
の
管
理
と
食
材

　
と
し
て
の
利
用
価
値
に
つ
い
て
﹄

・
ス
ポ
ー
ト
ピ
ア
と
北
海
道
大
学
か

　
ら
﹃
森
林
資
源
の
活
用
に
向
け
た

　
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
取
り
組
み
と
可
能

　
性
に
つ
い
て
﹄

　
富
良
野
美
瑛
広
域
観
光
推
進
協
議

会
の
台
湾
・
香
港
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
６
市
町
村

長
が
役
割
を
分
担
し
、
各
市
町
村
の

魅
力
に
つ
い
て
宣
伝
し
、
旅
行
関
係

者
へ
観
光
客
誘
致
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
６
市
町
村
の
民
間
団
体
で
富
良
野

地
域
日
台
親
善
協
会
が
設
立
さ
れ
、

今
後
は
継
続
的
に
交
流
が
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
企
業
な
ど

が
共
同
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

今
回
村
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
普
及
に

を
、
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

問
（
五
十
嵐
議
員
）

　
現
在
、
政
府
は
道
州
制
の
導
入
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
定
住
自
立

圏
協
定
が
結
果
的
に
道
州
制
へ
つ
な

が
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

答
　
こ
の
協
定
は
、
富
良
野
広
域
行

政
の
あ
り
方
か
ら
、
必
ず
し
も
道
州

制
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
も
し
、
つ
な
が
る
よ
う
な
方
向
に

な
れ
ば
、
協
定
の
廃
止
も
考
え
て
い

ま
す
。

　問
（
木
村
議
員
）

　
例
え
ば
、
村
民
の
協
会
病
院
の
利

用
率
が
少
な
い
が
、
富
良
野
市
が
中

心
市
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
メ

リ
ッ
ト
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
、
村
は
富
良
野
圏
域

の
中
で
広
域
行
政
を
進
め
て
き
て
い

ま
す
の
で
妥
当
と
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
広
域
連
携
に
よ
り
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
な
ど
が
図
ら
れ
る
か
ら

で
す
。

　
民
間
活
力
を
利
用
し
た
賃
貸
共
同

住
宅
等
の
建
設
を
促
進
し
、
転
出
に

よ
る
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
村
外
か

ら
の
転
入
者
の
増
加
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
主
に
福
祉
施
設
で
働
く
介
護
職
員

の
住
宅
と
し
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
（
山
本
議
員
）

　
試
算
を
含
め
た
行
政
の
メ
リ
ッ
ト

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
家
賃
の

試
算
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
１
棟
４
戸
を
建
設
し
た
場
合
の

試
算
で
は
、
村
単
独
で
建
設
す
る
よ

り
も
１
６
３
１
万
円
、
村
の
負
担
が

少
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
賃
は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
４
万

円
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
は
４
万
５
千
円
の

試
算
で
す
。

【
一
般
会
計
】

問
（
木
村
議
員
）

　
農
業
費
の
常
勤
嘱
託
職
員
賃
金
72

万
４
千
円
は
何
ヵ
月
分
で
す
か
。
ま

た
、
営
農
指
導
員
の
役
割
は
何
で
す

か
。

答
　
12
月
１
日
採
用
の
営
農
指
導
員

分
で
12
月
分
か
ら
３
月
分
で
す
。
担

当
は
営
農
全
般
で
す
が
、
特
に
新
規

就
農
対
策
と
、
農
業
後
継
者
問
題
を

担
当
し
て
も
ら
い
ま
す
。

問
（
木
村
議
員
）

　
消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
を
過
疎

　
村
と
富
良
野
市
と
の
間
で
締
結
す

る
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
内
容

村
長
の
行
政
報
告

○
村
地
域
公
共
交
通
会
議

○
ふ
ら
の
・
香
港
台
湾
観
光

　

        

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

○
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト

○
旭
川
十
勝
道
路

○
エ
ゾ
シ
カ
対
策

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
推
進

　
　
　
　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

○
地
域
資
源
フ
ォ
ー
ラ
ム

つ
い
て
話
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
構

成
員
は
村
と
村
内
事
業
者
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
専
門
家
な
ど
４
事
業
体
で

す
。

　
12
月
に
湯
の
沢
温
泉
の
薪
ボ
イ

ラ
ー
火
入
れ
式
を
行
い
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　
11
月
長
野
県
木
島
平
村
の
開
催
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
む
ら
び

と
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
農
村
文
明
塾
な
ど

が
行
わ
れ
、
農
村
文
明
塾
で
は
、
木

島
平
村
に
関
係
の
あ
る
著
名
な
有
識

者
の
顧
問
団
で
支
援
体
制
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
木
島
平
村
と
い
う
人
を
引
き
つ
け

る
自
然
と
社
会
・
生
活
環
境
、
村
長

を
は
じ
め
村
民
一
丸
と
な
っ
た
村
づ

く
り
へ
の
熱
意
と
意
欲
が
人
を
動
か

す
と
の
話
を
聞
き
、
占
冠
村
の
む
ら

づ
く
り
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
高
規
格
道
路
の
旭
川
十
勝
道

は
、
旭
川
空
港
、
新
千
歳
空
港
、
帯

広
空
港
を
結
ぶ
道
路
、
十
勝
岳
の
災

害
対
応
の
た
め
必
要
な
路
線
で
す
。

　
村
に
お
い
て
も
医
療
、
救
急
、
高

校
通
学
な
ど
の
生
活
路
線
と
観
光
振

興
の
重
要
な
路
線
で
す
。

　
今
年
秋
に
、
北
海
道
関
係
機
関
や

国
土
交
通
省
に
整
備
促
進
に
つ
い
て

２
市
６
町
１
村
の
期
成
会
で
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
に
関
し
、
林
野
庁

の
事
業
を
行
う
㈱
野
生
動
物
保
護
管

理
事
務
所
を
主
体
に
、
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
、
酪
農
学
園
大
学
、
村

の
４
団
体
で
連
携
協
定
し
、
モ
バ
イ

ル
カ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
餌
付
け
を
し
て
、
車
で
移
動
し
な

が
ら
組
織
的
・
計
画
的
な
個
体
数
調

整
を
行
う
捕
獲
方
法
を
モ
バ
イ
ル
カ

リ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。
平
成
26
年
１

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
上
川
南
部

森
林
管
理
署
の
協
力
を
得
て
、
国
有

林
内
で
行
い
ま
す
。

　環境貢献に着目した木材利用を推進するため、木造公共施設の

整備や商業施設等の民間施設の木造化・木質化への支援強化、木

材利用ポイント制度の延長・充実、さらに木質バイオマスのエネ

ルギー利用を促進するため、施策の充実を図ること。

○森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書

　要支援者を｢新しい総合事業｣に移行することは、社会保険の基本

的な制度である個人給付を大きく変容させるものであり、また、

給付基準や負担額の格差が自治体の財政力などによって、今以上

に拡大する恐れがあることや、介護サービスの安定供給に懸念が

あるため、現行の予防給付を維持すること。

○利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める意見書

　社会保障分野の充実、農林水産業の再興、環境対策などの増大

する地域の財政需要を的確に把握し、地方財政計画、地方交付税

総額の実質的な確保を図ること。

○2014 年度地方財政の確立を求める意見書
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